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'99-17 平成１１年６月２４日

世田谷線に更新車両「３００系」を導入

平成１１年７月１１日（日）から営業運転開始

東京急行電鉄株式会社

東京急行電鉄（本社：東京都渋谷区、社長：清水 仁）では、軌道線の世田谷線（三軒

茶屋～下高井戸間５．０㎞）で１編成２両（７０形）を更新し、３００系車両として平成

１１年７月１１日（日）から営業運転を開始します。

更新内容としては、「車内環境の快適性の向上」、「高齢者や車椅子利用者への配慮」、「騒

音、振動の低減」「省エネルギー化・省力化」を目的にしています。

１．車内環境の快適性の向上

○従来の連結車両とは異なり、車両間の往来が可能となる貫通路ができます。

○車体幅を現在の２．３ｍから２．５ｍに拡張することで、余裕のある車内空間とな

ります。

○冷房装置と温風式暖房装置を装備することで快適な車内環境を提供します。

２．高齢者や車椅子利用者への配慮

○乗降口は両開式のスライドドア（プラグドア）にすることでワイド化を図るととも

に、低床化により乗降ステップを従来の２段から１段にし、スムーズな乗降が可能

になります。

○車椅子のお客様のご利用を容易にするために昇降リフトを１両につき１台装備して

います。また、車内にはリフト近くに折り畳み式の座席を２脚設置し、車椅子用の

スペースを確保しています。

３．騒音、振動の低減

○車体は軽量ステンレス製車両とするとともに、従来の２両４台車編成を２両３台車

編成にし、台車数を減らしています。さらにパンタグラフをシングルアームにする

などの軽量化を進め、従来の車両に比べ約４トンの車両重量の軽量化を図ることで

騒音、振動の低減化を図っています。

４．省エネルギー・省力化

○制御装置にＶＶＶＦインバーター方式を採用し、またブレーキには回生機能付きの

ブレーキ装置を採用することによってメンテナンス面での大幅な省力化と電力量の

削減による省エネルギーを図っています。

同車両の車体の前面と側面はグリーンとし、今までの世田谷線電車のイメージを継承し

ています。

また、今回導入する「３００系」の車体側面には、当社がマナーポスターのキャラクタ

ーとして採用している漫画「サザエさん」を使ったマナー広告を掲出します。これは、長

谷川町子美術館（東急新玉川線桜新町駅下車）の協力を得て実現したもので、サザエさん

ファミリーのキャラクターが「降りたら電車からはなれて歩いてね。」といったマナー標
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語を各車両の側面で呼びかけているものです。

「３００系車両」の概要は次のとおりです。

「 ３ ０ ０ 系 」 車 両 の 概 要

形 式 ３００系

最 大 寸 法 ２３９８０㎜（長さ）×２５００㎜（幅）×３６２７㎜（高さ）

定 員 １３２人

最 高 速 度 ４０㎞／ｈ

制 御 装 置 ＩＧＢＴ－ＶＶＶＦインバータ方式

※ＶＶＶＦインバーター方式：架線から得た直流をインバータで交流

に変換し、交流モーター（従来は直流モーター）により走行する装

置。電力を効率よく使用できる。

ブレーキ装置 回生機能付きブレーキ

※回生ブレーキ：走行用のモーターをブレーキ時には発電機として作

用させてブレーキ力を得るとともに、発生した電力を架線に戻すた

め、他の電車がこれを再利用することができる。省エネルギーを目

的として開発されたブレーキ。

非常通報装置 乗務員との通話可能形

付 帯 設 備 車椅子用リフト設置（１編成、２台）

●車体側面のマナー標語

サザエさん・・・・「降りたら電車からはなれて歩いてね。」

マスオさん・・・・「心のかよう席のゆずり合い。」

カツオくん・・・・「駆け込み乗車はあぶないよ。」

ワカメちゃん・・・「駅はきれいに使おうね。」

※お子様にも読めるように漢字にはルビを付けています。

以 上

〔参 考〕

世田谷線は明治４０年に渋谷～玉川（現：二子玉川園）間に開通した旧玉川線（通称

：玉電）の支線として大正１４年に三軒茶屋～下高井戸間に開通した軌道線です。

その後、新玉川線の建設工事ため玉川線の本線が昭和４４年５月に廃止され、同線が

独立して残り、今日に至るまで世田谷区内を走る当社唯一の軌道線として世田谷区民

の方がたの身近な足として親しまれています。


